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一　
は
じ
め
に
　
西
園
寺
実
氏
の
和
歌
活
動
に
関
す
る
研
究
は
、
千
葉
覚
氏
「
西
園
寺
実
氏
年
譜１
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
同
時
期
の
佐
藤
恒
雄
氏
に
よ
る
後
嵯
峨
院
歌
壇
の
研
究
の
中
で
も
、
重
要
な
言
及
が
あ
っ
た２
。
だ
が
そ
の
の
ち
実
氏
個
人
を
取
り
上
げ
た
論
考
は
見
え
ず
、
近
年
に
至
り
、
藤
川
功
和
氏３
や
名
子
喜
久
雄
氏４
に
よ
っ
て
、
宝
治
年
間
・
弘
長
年
間
の
実
氏
詠
を
対
象
と
し
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
一
方
で
、
実
氏
の
勅
撰
集
入
集
歌
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い５
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
は
、
実
氏
の
ど
の
よ
う
な
歌
が
評
価
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
実
氏
歌
が
時
代
に
よ
っ
て
い
か
に
享
受
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
　
本
稿
で
は
、
実
氏
と
同
時
代
の
勅
撰
集
で
あ
る
『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
後
嵯
峨
院
歌
壇
に
お
い
て
実
氏
歌
の
何
が
評
価
さ
れ
、
勅
撰
集
中
で
い
か
な
る
役
割
を
負
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
　
な
お
和
歌
の
本
文
・
歌
番
号
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
表
記
は
私
意
に
よ
る
。
二　
実
氏
歌
の
勅
撰
集
入
集
状
況
　
実
氏
の
和
歌
は
、『
新
勅
撰
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
計
二
四
五
首
が
入
集
し
て
い
る
。
以
下
に
、
歌
集
ご
と
の
入
集
歌
数
を
掲
げ
る６
。
新
勅
撰
集
17　
続
後
撰
集　
36　
続
古
今
集　
61　
続
拾
遺
集
29　
新
後
撰
集
14　
玉
葉
集
31　
　
続
千
載
集
13　
続
後
拾
遺
集
10　
風
雅
集
２　
　
新
千
載
集
10　
新
拾
遺
集
７　
新
後
拾
遺
集
10　
新
続
古
今
集
７
『
新
勅
撰
集
』
は
今
回
考
察
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
、
九
条
家
が
重
視
さ
れ
た
当
該
歌
集
に
お
い
て
、
実
氏
の
入
集
歌
数
は
一
〇
位
で
、
巻
頭
・
巻
軸
歌
や
配
列
上
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
歌
は
見
え
な
い
。
そ
れ
が
『
続
後
撰
集
』
『
続
古
今
集
』
で
は
多
数
が
入
集
し
、
い
ず
れ
も
二
位
の
位
置
を
占
め
た
。
実
氏
は
『
続
後
撰
集
』
成
立
時
、
九
条
家
に
取
っ
て
替
わ
り
政
治
的
に
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
し
て
お
り７
、
さ
ら
に
『
続
古
今
集
』
の
時
点
で
は
、
二
　
西
園
寺
実
氏
の
和
歌
│
│ 『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』
入
集
歌
を
中
心
に 
│
│
齊　
藤　
瑠　
花
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代
の
外
戚
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
獲
得
し
て
い
た８
。
な
お
次
の
『
続
拾
遺
集
』
で
は
没
し
て
お
り
、
歌
数
も
減
少
し
て
い
る
。
前
掲
の
入
集
歌
数
に
は
、
こ
の
よ
う
な
実
氏
の
政
治
的
立
場
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
実
氏
の
父
公
経
は
『
新
古
今
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
一
一
五
首
入
集
し
て
い
る
が
、
最
も
入
集
歌
数
が
多
い
の
は
、
従
一
位
太
政
大
臣
と
な
り
、
日
宋
貿
易
に
よ
り
築
い
た
富
で
西
園
寺
を
造
営
し
た
の
ち
に
成
立
し
た
『
新
勅
撰
集
』
で
あ
る
。『
新
古
今
集
』
の
一
〇
首
に
対
し
て
、
『
新
勅
撰
集
』
で
は
三
〇
首
、
四
位
（
当
代
歌
人
で
は
二
位
）
の
入
集
を
得
た
。
こ
れ
は
、
九
条
道
家
の
二
五
首
を
も
上
回
り
、
摂
関
家
で
は
な
く
と
も
多
大
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
公
経
が
重
く
扱
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
権
門
歌
人
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
権
力
の
大
き
さ
に
比
例
し
た
形
で
勅
撰
集
に
お
い
て
も
優
遇
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
　
『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』
の
下
命
者
は
後
嵯
峨
院
で
、
い
ず
れ
も
実
氏
邸
へ
の
御
幸
の
折
に
、
藤
原
為
家
に
撰
進
を
命
じ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る９
。
後
嵯
峨
院
に
と
っ
て
実
氏
は
岳
父
か
つ
院
評
定
衆
で
あ
り
、
と
り
わ
け
譲
位
後
は
、
実
氏
邸
へ
の
御
幸
が
頻
繁
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
るＡ
。
ま
た
両
歌
集
の
撰
者
で
あ
っ
た
為
家
は
、
実
氏
の
従
兄
弟
で
年
は
四
歳
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、『
公
卿
補
任
』
で
は
公
経
の
猶
子
で
あ
っ
た
と
伝
わ
り
、
両
者
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
たＢ
。
よ
っ
て
、
下
命
者
・
撰
者
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
勅
撰
集
は
実
氏
に
と
っ
て
き
わ
め
て
関
係
が
深
く
、
そ
の
た
め
歌
集
中
に
お
い
て
も
並
々
な
ら
ぬ
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
詠
歌
の
具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、
部
立
ご
と
の
入
集
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
次
に
掲
げ
た
表
は
、
実
氏
歌
の
入
集
数
と
そ
の
割
合
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
番
左
の
数
字
は
歌
数
を
示
し
、
巻
頭
・
巻
軸
歌
を
含
む
場
合
は
□
で
括
っ
た
。
右
の
（　
）
内
の
数
字
は
、
部
立
の
総
歌
数
に
対
す
る
割
合
（
％
）
を
示
す
（「
計
」
の
欄
は
、
歌
集
全
体
の
歌
数
に
対
す
る
割
合
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
は
小
数
第
二
位
で
四
捨
五
入
し
たＣ
。
【表・実氏歌の入集数とその割合】
続古今集 続後撰集
６（6.0） 2（3.6） 春上
─ ５（8.5） 春中
6（7.3） ０（0） 春下
３（2.9） ２（2.9） 夏
６（4.0） １（1.4） 秋上
─ １（1.3） 秋中
５（4.7） １（1.5） 秋下
２（1.4） １（1.4） 冬
４（6.5） 5（9.6） 神祇
２（2.8） ２（3.8） 釈教
２（1.9） １（1.3） 恋一
２（2.6） １（1.2） 恋二
１（1.2） ０（0） 恋三
２（2.0） ２（2.6） 恋四
２（2.5） １（1.5） 恋五
２（2.1） ─ 哀傷
12（3.2） ５（1.9） 雑
０（0） １（1.8） 羈旅
４（6.9） 5（11.9） 賀
61（3.2） 36（2.6） 計
２ ２ 順位
入
集
数
の
割
合
に
関
し
て
、
部
立
ご
と
の
差
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
値
を
示
す
欄
に
は
色
を
付
け
た
。そ
の
箇
所
か
ら
、『
続
後
撰
集
』
に
お
い
て
は
春
中
・
神
祇
・
賀
部
が
、『
続
古
今
集
』
に
お
い
て
は
春
上
下
・
神
祇
・
賀
部
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
同
時
代
の
い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派
の
手
に
な
る
私
撰
集
で
あ
る
『
万
代
集
』『
秋
風
集
』『
雲
葉
集
』
で
同
じ
作
業
を
行
っ
て
も
、『
続
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』
の
よ
う
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
三
つ
の
私
撰
集
で
は
い
ず
れ
も
、
実
氏
歌
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
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め
る
部
立
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
次
節
以
降
歌
集
ご
と
に
論
じ
て
い
く
。
三　
『
続
後
撰
集
』
に
お
け
る
実
氏
歌
　
『
続
後
撰
集
』
に
実
氏
歌
は
三
六
首
入
集
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
位
の
藤
原
定
家
に
次
い
で
、
二
位
の
入
集
数
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
典
拠
と
な
る
撰
集
資
料
の
内
訳
を
見
て
み
た
い
。
道
助
法
親
王
家
五
十
首
２　
宝
治
百
首　
12　
宝
治
二
年
鳥
羽
殿
初
度
和
歌
御
会
１　
建
長
二
年
鳥
羽
殿
歌
合
１
建
長
三
年
影
供
歌
合
２　
そ
の
他
15　
不
明
３
一
見
し
て
、『
宝
治
百
首
』
か
ら
の
入
集
が
多
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
同
百
首
か
ら
『
続
後
撰
集
』
へ
の
一
二
首
の
入
集
は
、
詠
進
者
中
で
突
出
し
て
い
るＤ
。
同
百
首
は
『
続
後
撰
集
』
撰
定
の
た
め
に
召
さ
れ
た
と
は
い
え
、
実
氏
に
は
そ
れ
以
前
の
建
保
四
年
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
や
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
等
の
詠
歌
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
現
に
『
続
古
今
集
』
で
は
そ
れ
ら
の
百
首
か
ら
も
採
歌
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。
ま
た
同
歌
集
中
で
も
、
他
の
歌
人
は
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
等
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
撰
者
為
家
は
、
特
に
『
宝
治
百
首
』
の
実
氏
詠
を
評
価
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
「
そ
の
他
」
と
し
た
の
は
、
公
的
な
歌
合
や
定
数
歌
は
含
ま
ず
、
詞
書
に
よ
っ
て
個
別
の
詠
歌
状
況
が
知
ら
れ
る
類
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
が
多
い
こ
と
は
、
為
家
と
の
私
的
な
交
流
を
含
む
親
密
さ
に
よ
る
採
歌
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
　
さ
て
、『
続
後
撰
集
』
に
お
い
て
、
実
氏
歌
は
後
嵯
峨
院
詠
と
八
回
並
べ
ら
れ
る
と
い
う
配
列
上
の
特
徴
を
持
つ
。
こ
れ
は
院
の
側
か
ら
見
て
も
、
他
の
歌
人
と
比
し
て
実
氏
と
並
ぶ
回
数
が
最
も
多
く
、
帝
王
と
そ
れ
を
支
え
る
権
力
者
を
並
べ
て
配
置
す
る
と
い
う
撰
者
の
意
図
が
読
み
と
れ
る
。
過
去
の
勅
撰
集
に
目
を
向
け
る
と
、『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
後
鳥
羽
院
と
良
経
が
七
回
並
べ
ら
れ
た
例
が
あ
り
、
そ
れ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
と
良
経
が
並
ぶ
部
立
は
、
春
上
（
巻
頭
）・
春
下
・
秋
下
・
冬
・
恋
一
・
恋
三
・
恋
四
に
そ
れ
ぞ
れ
一
組
ず
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
続
後
撰
集
』
で
後
嵯
峨
院
と
実
氏
が
並
ぶ
箇
所
は
、
春
上
（
二
回
。
う
ち
巻
軸
一
回
）・
春
中
・
秋
上
・
神
祇
・
羈
旅
（
巻
軸
）・
賀
（
二
回
。
巻
頭
一
回
）
と
な
り
、
や
は
り
春
・
神
祇
・
賀
部
を
含
み
、
一
方
で
巻
頭
・
巻
軸
と
三
回
も
重
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
恋
部
は
合
わ
せ
て
五
巻
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
氏
歌
が
院
と
並
べ
ら
れ
る
こ
と
も
、
巻
頭
・
巻
軸
に
置
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は
、
実
氏
歌
の
眼
目
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
意
識
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
春
中
か
ら
、
後
嵯
峨
院
と
並
ぶ
二
首
を
挙
げ
る
。
　
　
十
首
歌
合
に
、
山
花 
太
上
天
皇
見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き
葦
垣
の
吉
野
の
山
の
花
の
盛
り
は （
七
八
）
　
　
  
花
ざ
か
り
に
西
園
寺
に
す
み
侍
り
け
る
に
、
人
人
ま
う
で
き
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
に 
前
太
政
大
臣
を
さ
ま
れ
る
御
代
の
し
る
し
と
山
里
に
心
の
ど
け
き
花
を
見
る
か
な
 
（
七
九
）
右
の
実
氏
歌
か
ら
は
、
三
つ
の
特
徴
が
読
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
ア
）
詠
歌
の
祝
賀
的
表
現
、（
イ
）
桜
の
花
を
詠
む
こ
と
、（
ウ
）
実
氏
邸
に
お
け
る
詠
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
『
続
後
撰
集
』
中
で
配
列
上
強
調
さ
れ
て
い
る
実
氏
詠
に
広
く
見
ら
れ
る
の
で
、以
下
指
摘
し
て
い
く
。
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（
ア
）
詠
歌
の
祝
賀
的
表
現
　
七
九
番
歌
で
は
、
西
園
寺
邸
の
桜
を
「
を
さ
ま
れ
る
御
代
の
し
る
し
」
と
治
世
を
言
祝
ぐ
表
現
で
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
吹
く
風
も
治
ま
れ
る
世
の
う
れ
し
き
は
花
み
る
時
ぞ
ま
づ
お
ぼ
え
け
る
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
建
暦
二
年
二
月
廿
五
日
・
於
紫
震
殿
花
下
三
首
・
一
七
〇
六
）
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
。
後
鳥
羽
院
が
花
見
御
幸
の
際
に
治
世
を
言
祝
い
だ
詠
に
倣
う
こ
と
で
、
後
嵯
峨
院
の
治
世
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
聖
代
が
再
現
さ
れ
た
こ
と
へ
の
祝
意
を
示
す
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
後
嵯
峨
院
は
、
祖
父
後
鳥
羽
院
の
時
代
を
讃
仰
し
模
倣
し
て
い
た
と
さ
れＥ
、
こ
の
実
氏
詠
か
ら
も
同
様
の
志
向
が
看
取
さ
れ
る
。
後
鳥
羽
院
が
紫
宸
殿
の
桜
を
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
実
氏
は
自
邸
の
桜
を
詠
む
が
、
歌
集
中
で
は
後
嵯
峨
院
と
並
列
さ
れ
る
こ
と
で
、
実
氏
邸
が
よ
り
公
的
な
場
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
当
該
歌
は
、
明
ら
か
な
祝
言
を
詠
み
込
ん
で
い
る
点
で
賀
部
に
入
集
し
て
も
違
和
感
が
少
な
そ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
詠
は
、
春
部
の
他
の
権
門
歌
人
な
ど
に
も
見
え
ず
、
院
と
実
氏
の
連
関
の
み
が
祝
言
性
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
先
に
ふ
れ
た
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
と
良
経
の
並
列
箇
所
に
も
、
言
祝
ぎ
の
表
現
等
は
特
に
見
受
け
ら
れ
ず
、『
続
後
撰
集
』
独
自
と
も
い
え
る
趣
向
で
あ
る
。
　
も
う
少
し
範
囲
を
広
げ
、
他
の
部
立
に
注
目
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
神
祇
部
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
実
氏
歌
に
も
、「
あ
き
つ
は
の
姿
の
国
に
跡
垂
れ
し
神
の
守
り
や
わ
が
君
の
た
め
」（
百
首
歌
奉
り
し
時
、
寄
社
祝
・
五
三
一
）
と
治
天
の
君
を
仰
ぐ
表
現
が
見
ら
れ
る
。
な
お
部
立
と
し
て
「
神
祇
歌
」
が
独
立
し
た
『
千
載
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、
巻
頭
歌
は
神
詠
や
託
宣
歌
お
よ
び
太
上
天
皇
の
詠
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
当
代
歌
人
が
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
実
氏
の
例
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
三
首
あ
と
に
は
、
後
嵯
峨
院
と
実
氏
の
歌
が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
「
わ
が
末
の
た
え
ず
す
ま
な
ん
」（
五
三
四
）「
神
路
山
さ
こ
そ
こ
の
世
を
て
ら
す
ら
め
」（
五
三
五
）
と
、
御
代
の
長
久
や
光
輝
を
示
す
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
賀
部
に
お
い
て
は
す
で
に
佐
藤
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
巻
頭
を
実
氏
と
院
の
贈
答
が
飾
り
、「
七
首
目
ま
で
が
後
嵯
峨
院
と
実
氏
の
歌
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
」、「
し
か
も
す
べ
て
が
、
君
を
祝
い
御
代
長
久
を
希
う
歌
、
ま
た
治
世
へ
の
自
覚
を
歌
っ
た
御
製
」
で
あ
る
。
な
お
『
続
後
撰
集
』
に
入
集
し
た
後
嵯
峨
院
の
計
二
三
首
中
、「
治
世
へ
の
自
覚
」
を
歌
う
よ
う
な
帝
王
ぶ
り
の
歌
は
、
実
氏
と
の
並
列
箇
所
や
実
氏
邸
に
お
け
る
詠
の
み
に
見
ら
れ
、
他
の
歌
人
と
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
作
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
実
氏
歌
が
春
・
神
祇
・
賀
部
に
お
い
て
、
院
と
並
列
さ
れ
た
り
巻
頭
に
置
か
れ
る
場
合
、
祝
賀
的
表
現
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
（
イ
）
桜
の
花
を
詠
む
こ
と
　
『
宝
治
百
首
』
に
お
け
る
実
氏
の
「
花
」
詠
に
関
し
て
は
藤
川
氏
の
考
察
が
あ
り
、「
実
氏
は
、花
五
首
に
お
い
て
、父
公
経
の
逸
話
に
言
寄
せ
た
詠
と
、
そ
の
逸
話
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
と
も
に
自
家
の
繁
栄
の
象
徴
│
西
園
寺
殿
│
を
連
想
さ
せ
る
「
山
桜
」
を
詠
み
込
む
こ
と
で
、
後
嵯
峨
院
に
、
院
と
西
園
寺
家
と
の
繋
が
り
を
今
一
度
想
起
さ
せ
る
と
い
う
仕
掛
け
を
施
し
た
の
で
は
な
い
か
。」
と
し
て
い
るＦ
。
本
稿
で
は
『
宝
治
百
首
』
詠
自
体
の
考
察
は
し
な
い
が
、『
続
後
撰
集
』
中
の
実
氏
歌
に
も
、
確
か
に
公
経
歌
や
西
園
寺
邸
と
の
関
連
を
指
摘
し
得
る
も
の
が
あ
る
。
　
先
掲
の
七
九
番
歌
は
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
園
寺
邸
で
満
開
の
桜
を
目
に
し
た
折
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
当
該
歌
集
中
の
詞
書
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に
、
西
園
寺
邸
の
桜
に
関
連
し
た
詠
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
は
、
他
に
二
首
が
あ
る
。
一
つ
は
、
実
氏
歌
（
九
三
・
九
四
）
の
二
首
一
連
に
続
く
源
定
通
歌
「
宝
治
元
年
三
月
、
前
太
政
大
臣
の
西
園
寺
の
家
に
御
幸
あ
り
て
花
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
日
、
ま
ゐ
り
て
よ
み
侍
り
け
る
／
思
ひ
き
や
老
木
の
桜
よ
よ
を
へ
て
再
び
春
に
あ
は
む
も
の
と
は
」（
春
中
・
九
五
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
三
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
『
後
嵯
峨
院
詠
翫
花
和
歌
』（
実
氏
は
真
名
序
を
執
筆
）
か
ら
の
入
集
で
あ
る
。
も
う
一
首
は
、
賀
部
の
実
氏
歌
「
今
上
位
に
つ
か
せ
給
う
て
、
太
政
大
臣
の
慶
び
奏
し
侍
り
け
る
日
、
牛
車
ゆ
り
て
、
そ
の
こ
ろ
西
園
寺
の
花
を
見
て
／
朽
ち
は
て
ぬ
老
木
に
咲
け
る
花
桜
身
に
よ
そ
へ
て
も
今
日
は
か
ざ
さ
ん
」（
賀
・
一
三
四
一
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
、
天
皇
の
外
戚
と
な
り
、
任
太
政
大
臣
な
ら
び
に
牛
車
宣
旨
を
賜
っ
た
感
慨
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
自
邸
の
桜
を
自
分
の
身
に
よ
そ
え
、
老
年
の
栄
誉
を
歌
っ
て
い
る
。
勅
撰
集
で
は
、
前
代
の
『
新
勅
撰
集
』
に
、
公
経
の
「
西
園
寺
に
て
三
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
春
歌
／
山
桜
峰
に
も
尾
に
も
植
ゑ
お
か
む
見
ぬ
世
の
春
を
人
や
し
の
ぶ
と
」（
雑
一
・
一
〇
四
〇
）
が
採
ら
れ
た
。『
続
後
撰
集
』
で
は
そ
れ
を
受
け
て
、
実
氏
の
代
に
至
っ
て
御
幸
の
場
と
し
て
定
着
し
た
西
園
寺
邸
の
桜
を
、
安
泰
や
繁
栄
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
　
一
方
で
、
実
氏
の
「
花
」
歌
に
は
、『
宝
治
百
首
』
の
題
詠
歌
も
あ
る
。
　
　
百
首
歌
奉
り
し
時
、
見
花
と
い
へ
る
心
を
今
も
又
花
を
し
見
れ
ば
い
に
し
へ
の
人
の
心
ぞ
身
に
し
ら
れ
け
る
 
（
春
中
・
九
三
）
な
お
当
該
歌
の
次
に
は
実
氏
の
「
か
ざ
し
て
は
隠
る
る
老
い
と
知
り
な
が
ら
た
を
る
は
惜
し
き
山
桜
か
な
」（
同
・
翫
花
・
九
四
）
が
続
く
。
九
三
番
歌
は
名
子
氏
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、『
古
今
集
』
の
良
房
歌
「
染
殿
后
の
御
前
に
花
瓶
に
桜
の
花
を
さ
さ
せ
給
へ
る
を
見
て
よ
め
る
／
年
ふ
れ
ば
齢
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
も
の
思
ひ
も
な
し
」（
春
上
・
五
二
）
を
ふ
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
。
良
房
は
、
斉
衡
四
年
（
八
五
七
）
に
五
四
歳
で
太
政
大
臣
に
至
り
、
翌
年
の
清
和
天
皇
の
即
位
で
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
の
ち
に
人
臣
初
の
摂
政
と
な
っ
た
。
実
氏
の
経
歴
は
こ
れ
と
き
わ
め
て
近
く
、
寛
元
四
年
に
五
三
歳
で
太
政
大
臣
と
な
り
、
同
年
外
孫
で
あ
る
後
深
草
天
皇
が
即
位
し
て
い
る
。
当
該
歌
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
宝
治
二
年
、
実
氏
が
五
五
歳
の
年
で
あ
る
。
良
房
歌
の
「
染
殿
后
」
は
、
国
母
と
な
っ
た
良
房
女
明
子
を
指
す
。
そ
の
面
前
の
桜
を
見
て
自
身
の
栄
達
に
満
足
す
る
と
い
う
「
い
に
し
へ
の
人
の
心
」
に
、
実
氏
歌
は
共
感
す
る
。『
宝
治
百
首
』
の
春
二
〇
首
中
、『
続
後
撰
集
』
に
採
ら
れ
た
の
は
三
首
で
、
実
氏
自
身
の
感
慨
が
表
れ
た
よ
う
な
歌
が
、
同
一
作
者
詠
が
二
首
並
ぶ
形
で
配
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
　
さ
ら
に
当
該
良
房
歌
は
、
公
経
と
の
関
連
も
あ
る
。『
明
月
記
』
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
三
月
二
十
日
条
に
、
公
経
が
初
め
て
主
催
し
、
人
麿
影
供
の
形
式
を
と
っ
た
和
歌
会
の
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
二
行
座
之
中
央
置
連
歌
懸
物
〈
百
物
云
々
、
毎
物
十
積
之
〉、
其
中
央
立
瓶
子
〈
よ
は
ひ
は
お
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
と
、
此
歌
文
字
ヲ
以
糸
置
之
〉、
立
梅
桜
花
」
と
記
さ
れ
、
梅
桜
の
花
を
挿
し
た
瓶
子
を
立
て
、
良
房
歌
を
記
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
日
出
題
さ
れ
た
「
池
辺
花
」
題
と
も
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
や
が
て
後
堀
河
天
皇
中
宮
と
な
る
孫
女
子
の
存
在
を
意
識
し
予
祝
す
る
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
るＧ
。
当
歌
会
は
、
公
経
の
記
念
す
べ
き
最
初
の
歌
会
で
あ
り
、
実
氏
は
読
師
を
務
め
た
。
そ
の
よ
う
な
場
で
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良
房
詠
を
象
徴
的
に
用
い
た
こ
と
が
、
の
ち
の
実
氏
歌
の
着
想
に
繋
が
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
公
経
が
取
り
上
げ
た
良
房
歌
を
、
女
子
の
入
内
に
よ
り
、
父
以
上
に
良
房
に
近
づ
い
た
こ
と
の
自
覚
を
も
っ
て
、「
見
花
」
詠
に
詠
み
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
実
氏
の
桜
の
「
花
」
詠
は
、
後
嵯
峨
院
政
へ
の
祝
賀
と
同
時
に
西
園
寺
家
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
自
覚
は
父
公
経
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
続
後
撰
集
』
に
お
い
て
、
権
力
性
を
帯
び
た
「
花
」
詠
は
公
経
に
は
見
え
ず
、
特
に
実
氏
詠
が
積
極
的
に
採
ら
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
同
歌
集
か
ら
は
、
当
代
の
西
園
寺
家
当
主
た
る
実
氏
を
特
別
に
扱
う
意
識
が
看
取
さ
れ
る
。
（
ウ
）
実
氏
邸
に
お
け
る
詠
で
あ
る
こ
と
　
西
園
寺
邸
に
関
す
る
詠
に
つ
い
て
は
（
イ
）
で
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。
『
続
後
撰
集
』
で
は
西
園
寺
邸
以
外
の
実
氏
邸
に
お
け
る
詠
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
後
嵯
峨
院
の
歌
で
あ
る
。
例
え
ば
、
春
上
の
巻
軸
は
、
次
の
二
首
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
　
　
  
建
長
元
年
二
月
、
前
太
政
大
臣
の
家
に
行
幸
あ
り
て
し
ば
し
内
裏
に
な
り
に
け
る
こ
ろ
、
梅
花
盛
り
に
咲
け
る
よ
し
き
こ
し
め
し
て
、
人
し
て
む
す
び
つ
け
さ
せ
給
う
け
る 
太
上
天
皇
い
ろ
も
香
も
重
ね
て
匂
へ
梅
の
花
九
重
に
な
る
宿
の
し
る
し
に （
五
五
）
　
　
  
凝
華
舎
の
梅
さ
か
り
な
る
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る 
前
太
政
大
臣
い
ろ
い
ろ
に
凝
り
咲
く
庭
の
梅
の
花
い
く
よ
の
春
を
匂
ひ
き
ぬ
ら
ん
 
（
五
六
）
五
五
の
後
嵯
峨
院
詠
は
、
実
氏
の
冷
泉
富
小
路
邸
が
一
時
的
に
内
裏
と
な
っ
た
際
の
歌
で
、
実
氏
詠
と
並
ん
で
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
院
の
詠
で
実
氏
邸
を
「
九
重
に
な
る
宿
の
し
る
し
」
と
称
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
羈
旅
部
の
巻
軸
も
、
類
似
の
構
図
を
と
る
。
　
　
  
道
助
法
親
王
家
の
五
十
首
歌
に
、
海
旅 
前
太
政
大
臣
あ
ま
衣
田
蓑
の
島
に
や
ど
と
へ
ば
夕
潮
み
ち
て
鶴
ぞ
な
く
な
る
 
（
一
三
二
八
）
　
　
  
前
太
政
大
臣
の
吹
田
の
家
に
御
幸
あ
り
し
時
、
人
人
に
十
首
歌
召
さ
れ
し
次
に
、
旅 
太
上
天
皇
河
舟
の
さ
し
て
い
づ
く
か
我
が
な
ら
ぬ
旅
と
は
言
は
じ
宿
と
さ
だ
め
む
 
（
一
三
二
九
）
こ
こ
も
や
は
り
両
者
の
詠
を
並
べ
、
院
は
実
氏
の
吹
田
山
荘
を
「
旅
と
は
言
は
じ
宿
と
さ
だ
め
む
」
と
し
て
い
る
。
同
詠
は
『
増
鏡
』
第
五
「
内
野
の
雪
」
に
も
逸
話
と
と
も
に
伝
わ
り
、
実
氏
が
「
こ
の
家
の
面
目
、
今
日
に
侍
るＨ
」
と
発
言
す
る
。
発
言
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
置
い
て
お
く
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
後
嵯
峨
院
詠
が
詠
ま
れ
た
こ
と
は
実
氏
に
と
っ
て
栄
誉
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
読
者
に
も
そ
の
よ
う
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
羈
旅
部
に
続
く
賀
部
巻
頭
は
、「
宝
治
二
年
、
前
太
政
大
臣
の
西
園
寺
の
家
に
御
幸
あ
り
て
か
へ
ら
せ
給
ふ
御
贈
り
物
に
、
代
代
の
帝
の
御
本
奉
る
と
て
、
包
み
紙
に
書
き
つ
け
侍
り
け
る
」（
一
三
三
〇
）
の
詞
書
に
続
く
、
実
氏
と
後
嵯
峨
院
の
贈
答
で
あ
り
、
そ
の
八
首
あ
と
に
は
、「
吹
田
に
て
十
首
歌
召
さ
れ
し
次
に
、
祝
／
き
て
見
れ
ば
千
世
も
へ
ぬ
べ
し
高
浜
の
松
に
む
れ
ゐ
る
鶴
の
毛
衣
」（
一
三
三
九
）
と
い
う
院
の
歌
が
置
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
詞
書
や
後
嵯
峨
院
の
詠
に
よ
っ
て
、
実
氏
の
邸
宅
は
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
褒
め
称
え
ら
れ
る
。
院
と
実
氏
と
の
連
関
箇
所
で
は
、
実
氏
が
院
の
治
世
を
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言
祝
ぐ
だ
け
で
な
く
、
院
が
御
幸
先
や
内
裏
に
な
り
う
る
場
と
し
て
の
実
氏
邸
を
称
賛
す
る
と
い
う
双
方
向
的
な
構
図
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
、『
続
後
撰
集
』
の
実
氏
歌
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
佐
藤
氏
は
、
当
該
歌
集
に
お
け
る
実
氏
の
厚
遇
に
つ
い
て
、「
少
く
と
も
実
氏
厚
遇
が
第
一
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
後
嵯
峨
院
讃
頌
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
故
の
厚
遇
で
あ
っ
た
」
と
し
た
。
本
節
で
考
察
を
加
え
た
実
氏
歌
に
は
確
か
に
後
嵯
峨
院
讃
頌
の
性
格
が
見
ら
れ
た
が
、
同
時
に
権
門
西
園
寺
家
の
当
主
と
し
て
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
桜
の
花
や
邸
宅
に
関
連
す
る
詠
に
表
れ
て
い
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
九
条
道
家
は
き
わ
め
て
重
く
扱
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
道
家
女
子
の
入
内
に
関
連
し
、
摂
関
家
の
先
例
に
倣
っ
た
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）『
子
入
内
屏
風
和
歌
』
や
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
「
中
宮
初
度
和
歌
会
」
か
ら
の
多
数
の
入
集
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
九
条
家
の
伝
統
で
あ
る
百
首
歌
の
う
ち
『
光
明
峯
寺
摂
政
家
百
首
』『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
か
ら
多
く
の
入
集
が
あ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
持
た
な
い
西
園
寺
家
の
勢
力
は
、
後
嵯
峨
院
の
御
幸
先
と
な
る
邸
宅
や
そ
こ
に
咲
く
桜
に
象
徴
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
後
嵯
峨
院
の
時
代
は
、
後
鳥
羽
院
時
代
に
次
い
で
政
治
的
・
文
化
的
に
隆
盛
し
た
時
期
で
あ
り
、
優
れ
た
帝
王
と
そ
れ
を
支
え
る
西
園
寺
家
を
不
可
分
な
も
の
と
し
て
勅
撰
集
に
描
く
こ
と
で
、
当
代
の
繁
栄
を
表
そ
う
と
し
た
為
家
の
意
識
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
四　
『
続
古
今
集
』
に
お
け
る
実
氏
歌
　
『
続
古
今
集
』
は
当
初
為
家
単
独
撰
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
反
御
子
左
派
の
藤
原
基
家
・
藤
原
（
衣
笠
）
家
良
・
藤
原
（
九
条
）
行
家
・
藤
原
（
葉
室
）
光
俊
（
真
観
）
ら
が
撰
者
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
撰
者
進
覧
本
提
出
後
は
「
御
前
評
定
」
に
載
せ
て
撰
集
が
行
わ
れ
、
評
定
衆
員
に
は
実
氏
男
公
相
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
実
氏
歌
は
『
続
古
今
集
』
に
六
一
首
入
集
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
位
の
宗
尊
親
王
に
次
ぐ
。
当
該
歌
集
で
は
宗
尊
と
実
氏
が
五
箇
所
で
並
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
箇
所
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。
　
　
  
三
百
首
歌
の
中
に 
中
務
卿
親
王
今
日
も
ま
た
人
も
と
は
で
や
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
盛
り
を
 
（
春
上
・
六
〇
）
　
　
  
寛
喜
元
年
女
御
入
内
屏
風
歌 
入
道
前
太
政
大
臣
野
も
山
も
匂
ひ
に
け
り
な
紅
の
こ
ぞ
め
の
梅
の
花
の
下
風
（
同
・
六
一
）
宗
尊
歌
は
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
か
ら
の
入
集
で
あ
る
。「
こ
ぞ
め
の
梅
」
の
表
現
は
右
の
実
氏
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
ず
、
か
つ
第
三
か
ら
五
句
に
か
け
て
大
幅
に
詞
の
一
致
が
認
め
ら
れ
、
宗
尊
が
実
氏
歌
を
摂
取
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
『
宗
尊
親
王
三
百
首
』
で
は
実
氏
は
点
者
と
な
っ
て
お
り
、
自
身
の
歌
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
宗
尊
歌
に
、
実
氏
は
当
然
合
点
を
付
し
て
い
る
。
右
の
例
を
除
い
て
も
、
実
氏
歌
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
宗
尊
歌
は
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
るＩ
。
当
該
部
分
は
『
源
承
和
歌
口
伝
』
第
三
「
古
歌
を
と
り
す
ぐ
せ
る
歌
」
に
「
此
御
歌
を
な
ら
べ
て
入
ら
れ
た
る
、
新
撰
者
の
あ
や
ま
り
な
りＪ
」
と
あ
り
、
追
加
撰
者
に
よ
る
採
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
続
古
今
集
』
で
は
、
真
観
の
指
導
を
受
け
た
宗
尊
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
歌
道
の
上
で
の
宗
尊
・
実
氏
の
関
わ
り
が
当
該
歌
集
に
も
表
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
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さ
て
、『
続
古
今
集
』
に
入
集
し
た
六
一
首
の
内
訳
を
見
た
い
。
後
鳥
羽
院
百
首
６　
道
助
法
親
王
家
五
十
首
１　
承
久
元
年
内
裏
百
番
歌
合
２　
子
入
内
屏
風
和
歌
１　
洞
院
摂
政
家
百
首
４　
宝
治
百
首
５　
建
長
二
年
鳥
羽
殿
歌
合
１
建
長
三
年
影
供
歌
合
１　
建
長
三
年
吹
田
荘
十
首
歌
会
１　
正
嘉
三
年
北
山
行
幸
和
歌
１　
弘
長
百
首
９　
そ
の
他
16　
不
明
13
『
弘
長
百
首
』
か
ら
九
首
の
入
集
が
あ
る
の
は
、
当
該
歌
集
成
立
前
の
応
制
百
首
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
徴
的
な
の
は
、
建
保
四
年
『
後
鳥
羽
院
百
首
』
や
承
久
元
年
『
内
裏
百
番
歌
合
』（
順
徳
天
皇
主
催
）、
ま
た
九
条
家
主
催
の
『
子
入
内
屏
風
和
歌
』、『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
か
ら
の
入
集
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
実
氏
歌
は
『
万
代
集
』『
秋
風
集
』『
雲
葉
集
』
に
も
多
く
採
歌
さ
れ
、
反
御
子
左
派
撰
者
に
よ
る
入
集
と
推
測
さ
れ
る
。
反
御
子
左
派
が
関
与
し
た
歌
集
に
は
、
そ
の
配
列
や
詞
書
に
後
鳥
羽
院
尊
重
の
姿
勢
が
、
為
家
の
『
続
後
撰
集
』
よ
り
も
強
く
表
れ
て
い
る
と
の
佐
々
木
氏
の
指
摘
が
あ
り
、
一
方
で
九
条
家
重
視
の
指
摘
が
池
尾
和
也
氏
に
あ
るＫ
。
為
家
は
も
っ
と
も
勢
力
を
振
る
っ
た
時
期
の
実
氏
へ
の
関
心
が
強
い
の
に
対
し
、
反
御
子
左
派
の
撰
者
た
ち
は
後
鳥
羽
院
や
九
条
家
の
尊
重
、
あ
る
い
は
宗
尊
と
の
関
わ
り
を
介
す
る
形
で
採
歌
し
、
そ
の
結
果
が
撰
集
資
料
の
多
様
さ
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
　
詠
歌
の
検
討
に
入
り
た
い
。
当
該
歌
集
の
実
氏
歌
に
つ
い
て
、（
ア
）
老
い
の
述
懐
歌
、（
イ
）
後
嵯
峨
院
と
の
並
列
箇
所
、（
ウ
）
表
現
的
工
夫
が
見
ら
れ
る
題
詠
歌
、
の
三
つ
に
整
理
し
て
叙
述
し
て
い
く
。
（
ア
）
老
い
の
述
懐
歌
　
『
続
古
今
集
』
に
入
集
し
た
実
氏
歌
に
は
、「
老
い
」
に
関
連
す
る
詠
が
一
六
首Ｌ
と
、
集
中
的
に
見
ら
れ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
で
は
、
藤
川
氏
が
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
実
氏
詠
に
〈
老
残
〉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
歌
が
や
や
多
く
見
ら
れ
る
こ
とＭ
、
名
子
氏
が
『
弘
長
百
首
』
で
は
「
老
い
の
悲
し
み
」
が
主
情
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
百
首
に
関
し
て
は
、『
井
蛙
抄
』（
第
六
・
雑
談
）
に
「
常
盤
井
入
道
相
国
老
後
の
晴
の
歌
也
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
方
で
基
家
・
信
実
・
家
良
・
為
家
に
も
老
残
の
歌
が
見
え
る
と
の
指
摘Ｎ
に
も
注
意
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
私
撰
集
に
お
い
て
は
老
い
を
詠
ん
だ
実
氏
詠
は
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
続
古
今
集
』
中
の
他
の
歌
人
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
家
良
の
五
首
、
基
家
・
信
実
の
三
首
に
比
べ
、
実
氏
の
老
い
の
歌
は
特
に
好
ん
で
採
歌
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
第
二
節
に
掲
げ
た
表
を
再
度
参
照
さ
れ
た
い
。『
続
後
撰
集
』
と
比
べ
、
実
氏
歌
は
春
下
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
は
巻
数
に
相
違
が
あ
る
た
め
単
純
な
比
較
は
出
来
な
い
が
、『
続
古
今
集
』
春
下
で
は
、
実
氏
歌
は
巻
軸
も
飾
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、『
続
古
今
集
』
で
は
実
氏
の
暮
春
の
詠
が
積
極
的
に
採
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
、
春
下
巻
軸
に
置
か
れ
た
実
氏
歌
を
挙
げ
る
。
　
　
（
三
月
尽
の
こ
こ
ろ
を
） 
入
道
前
太
政
大
臣
人
は
い
さ
老
い
ぬ
る
身
に
は
お
ほ
か
た
の
春
の
わ
か
れ
も
か
な
し
か
り
け
り 
（
一
八
一
）
当
該
歌
は
、
詠
歌
主
体
を
「
人
」
と
は
異
な
る
「
老
い
ぬ
る
身
」
と
し
て
、
暮
春
と
嘆
老
を
テ
ー
マ
に
詠
ん
で
い
る
。
同
じ
く
春
下
に
入
集
し
た
「
惜
し
ま
れ
て
と
ま
る
な
ら
ひ
の
花
な
ら
ば
さ
そ
ふ
嵐
に
身
を
や
か
へ
ま
し
」（
花
歌
中
に
・
一
五
六
）
は
、『
百
人
一
首
』
に
も
採
ら
れ
た
父
公
経
の
「
花
さ
そ
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ふ
あ
ら
し
の
庭
の
雪
な
ら
で
ふ
り
ゆ
く
物
は
わ
が
身
な
り
け
り
」（『
新
勅
撰
集
』
雑
一
・
落
花
を
よ
み
侍
り
け
る
・
一
〇
五
二
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
公
経
歌
は
、
上
句
で
雪
の
よ
う
に
散
る
桜
の
景
を
想
起
さ
せ
、
下
句
で
自
身
の
老
い
を
詠
ん
で
い
る
。
実
氏
歌
は
、
老
い
の
部
分
ま
で
は
取
っ
て
い
な
い
が
、
背
後
に
公
経
歌
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、「
眺
め
て
も
身
ぞ
ふ
り
ま
さ
る
桜
花
山
と
し
高
き
雪
に
ま
が
へ
て
」（
西
園
寺
に
て
花
の
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
り
け
る
中
に
・
一
二
四
）
で
は
、
桜
を
雪
と
紛
え
な
が
ら
「
身
」
が
「
ふ
る
」
と
し
て
い
る
点
、
や
は
り
公
経
歌
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
花
」
と
「
老
い
」
を
取
り
合
わ
せ
た
実
氏
歌
は
、
著
名
な
公
経
歌
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
意
識
さ
れ
て
採
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
さ
て
、
雑
歌
で
も
老
い
の
詠
は
散
見
さ
れ
、「
七
十
に
一
年
た
ら
ぬ
老
い
が
身
の
い
つ
と
頼
み
て
花
を
待
つ
ら
む
」（
雑
上
・
待
花
心
を
・
一
五
〇
四
）、「
よ
そ
へ
て
も
見
れ
ば
涙
ぞ
ふ
り
ま
さ
る
残
り
少
な
き
庭
の
も
み
ぢ
ば
」（
雑
上
・
老
後
に
落
葉
を
見
て
・
一
六
〇
五
）、「
聞
く
人
も
あ
は
れ
と
思
へ
老
い
の
波
立
ち
居
に
つ
け
て
や
す
か
ら
ぬ
身
を
」（
雑
中
・
百
首
歌
奉
り
け
る
に
、
述
懐
を
・
一
七
一
一
）
な
ど
、
悲
哀
感
を
伴
う
詠
も
見
え
る
。
一
方
で
、「
い
き
て
か
く
君
に
つ
か
ふ
る
老
い
が
身
を
た
ぐ
ひ
な
し
と
は
世
人
さ
だ
め
よ
」（
雑
下
・
老
の
の
ち
よ
み
侍
り
け
る
・
一
七
六
八
）
の
よ
う
に
、
治
天
の
君
を
支
え
な
が
ら
老
い
た
自
身
を
比
類
な
い
も
の
と
歌
う
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
雑
部
に
入
集
し
た
実
氏
歌
は
、
一
二
首
中
八
首
が
老
い
ま
た
は
時
の
経
過
を
詠
む
歌
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
採
歌
に
は
、
為
家
が
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
為
家
が
『
続
古
今
集
』
撰
者
の
拝
命
を
機
縁
と
し
て
詠
ん
だ
『
七
社
百
首
』
の
詠
に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
は
「
な
か
ん
づ
く
最
も
顕
著
な
の
は
、「
老
年
」
の
自
覚
と
そ
れ
に
伴
う
嘆
き
、
悲
哀
の
心
情
が
流
露
し
た
歌
の
多
い
こ
と
で
あ
るＯ
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
自
ら
老
い
の
歌
を
多
く
詠
ん
だ
為
家
に
と
り
、
後
嵯
峨
院
政
全
般
に
わ
た
っ
て
権
勢
を
き
わ
め
た
の
ち
、『
続
古
今
集
』
成
立
の
五
年
前
に
出
家
し
て
い
た
実
氏
へ
の
共
感
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
続
古
今
集
』
夏
部
に
は
、
為
家
の
「
時
鳥
な
く
ひ
と
声
も
明
け
や
ら
ず
な
ほ
夜
を
残
す
老
い
の
寝
覚
め
に
」（
五
十
首
歌
に
、
寝
覚
郭
公
を
・
二
一
九
）
と
、
実
氏
の
「
か
は
ら
ず
と
人
に
語
ら
む
ほ
と
と
ぎ
す
昔
の
声
は
我
の
み
ぞ
聞
く
」（
弘
長
元
年
百
首
に
、
郭
公
を
・
二
二
〇
）
が
並
ん
で
配
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
や
や
時
を
遡
る
が
、
為
家
の
和
歌
観
が
表
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
院
御
歌
合
』
の
判
詞
に
も
、
老
い
の
詠
を
好
評
価
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
実
氏
の
歌
も
含
ま
れ
るＰ
。
　
複
数
撰
者
で
あ
る
当
該
歌
集
に
お
い
て
、
一
概
に
為
家
の
撰
歌
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
氏
と
き
わ
め
て
親
し
か
っ
た
為
家
に
と
っ
て
は
、
実
氏
の
七
二
年
の
人
生
に
お
け
る
栄
誉
と
、
反
対
に
感
じ
ら
れ
る
老
年
の
悲
哀
が
、
よ
り
実
感
を
も
っ
て
共
有
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（
イ
）
後
嵯
峨
院
と
の
並
列
箇
所
　
『
続
古
今
集
』
中
で
も
、『
続
後
撰
集
』
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
後
嵯
峨
院
と
実
氏
を
並
べ
、
祝
言
性
を
有
す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
最
も
表
れ
て
い
る
の
は
、
賀
部
の
次
の
箇
所
で
あ
る
。
　
　
  
正
元
元
年
三
月
大
宮
院
西
園
寺
に
て
一
切
経
供
養
せ
ら
れ
し
日
行
幸
侍
り
し
に
、
東
宮
同
じ
く
行
啓
あ
り
て
次
の
日
人
人
、
翫
花
歌
よ
み
侍
り
し
に 
（
太
上
天
皇
）
い
ろ
い
ろ
に
枝
を
つ
ら
ね
て
咲
き
に
け
り
花
も
我
が
よ
も
今
盛
り
か
も
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（
一
八
六
四
）
 
入
道
前
太
政
大
臣
い
ろ
い
ろ
に
さ
か
え
て
匂
へ
桜
花
我
が
き
み
ぎ
み
の
千
代
の
か
ざ
し
に
 
（
一
八
六
五
）
こ
れ
ら
は
、
正
嘉
三
（
正
元
元
）
年
（
一
二
五
九
）
に
西
園
寺
で
開
催
さ
れ
た
『
北
山
行
幸
和
歌
』
の
詠
で
あ
る
。
院
は
桜
の
花
と
治
世
を
重
ね
て
盛
り
だ
と
歌
い
、
実
氏
は
後
深
草
天
皇
・
東
宮
（
の
ち
の
亀
山
天
皇
）
の
長
久
を
願
う
。
さ
ら
に
一
首
を
置
い
て
、「
こ
の
春
ぞ
心
の
色
は
ひ
ら
け
ぬ
る
六
十
あ
ま
り
の
花
は
見
し
か
ど
」（
御
還
り
の
後
の
あ
し
た
、
花
を
見
て
よ
み
侍
り
け
る
・
一
八
六
七
・
実
氏
）
と
、
花
に
言
寄
せ
て
感
慨
を
詠
む
歌
も
置
か
れ
、
治
天
の
君
へ
の
言
祝
ぎ
と
自
足
の
感
情
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
、『
続
後
撰
集
』
に
見
ら
れ
た
も
の
と
同
様
の
趣
向
で
、
為
家
に
よ
る
構
成
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
当
該
歌
集
に
お
い
て
両
者
は
六
回
並
列
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、『
続
後
撰
集
』
と
は
異
な
る
並
べ
方
を
さ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
秋
上
に
は
「
鳥
羽
に
て
、
里
月
／
里
の
名
も
久
し
く
な
り
ぬ
山
し
ろ
の
と
は
に
あ
ひ
み
ん
秋
の
夜
の
月
」（
三
九
六
・
後
嵯
峨
院
）・「
建
長
二
年
八
月
歌
合
に
、
月
前
風
／
す
む
月
の
影
す
さ
ま
じ
く
ふ
く
る
夜
に
い
と
ど
秋
な
る
荻
の
上
風
」（
三
九
七
・
実
氏
）
の
二
首
が
並
ぶ
が
、
実
氏
詠
は
建
長
二
年
鳥
羽
殿
歌
合
の
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
鳥
羽
殿
に
お
け
る
詠
と
し
て
関
連
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
次
は
詞
書
の
み
挙
げ
る
が
、
神
祇
部
の
「
住
吉
社
遷
宮
の
後
、
熊
野
に
ま
う
で
侍
り
し
次
に
、
か
の
社
に
よ
み
て
奉
り
し
歌
」（
七
三
四
・
後
嵯
峨
院
）・「
熊
野
川
の
舟
に
て
」（
七
三
五
・
同
）・「
熊
野
に
ま
う
で
侍
り
け
る
時
、
神
の
倉
に
て
、
太
政
大
臣
従
一
位
き
は
め
ぬ
る
こ
と
を
お
も
ひ
つ
づ
け
て
よ
み
侍
り
け
る
」（
七
三
六
・
実
氏
）
の
三
首
は
、
熊
野
の
詠
と
し
て
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
鳥
羽
殿
と
熊
野
は
、
ど
ち
ら
も
後
鳥
羽
院
ゆ
か
り
の
場
で
あ
り
、
か
つ
後
嵯
峨
院
が
旧
朝
の
慣
行
を
再
興
す
る
意
識
を
も
っ
て
訪
れ
た
場
所
で
も
あ
るＱ
。『
続
古
今
集
』
に
お
い
て
は
、
後
鳥
羽
院
時
代
へ
の
志
向
を
通
し
た
形
で
、
後
嵯
峨
院
の
聖
代
を
描
き
出
す
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
箇
所
に
、
院
と
実
氏
歌
が
並
列
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
ウ
）
表
現
的
工
夫
が
見
ら
れ
る
題
詠
歌
　
こ
こ
ま
で
、
主
と
し
て
権
門
と
し
て
の
実
氏
詠
に
注
目
し
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
続
古
今
集
』
の
実
氏
歌
は
、
そ
の
政
治
的
地
位
に
よ
っ
て
の
み
入
集
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
四
季
部
や
恋
部
を
は
じ
め
と
し
て
、
表
現
的
な
工
夫
が
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
も
入
集
し
て
い
る
の
で
、
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
は
じ
め
に
、
雑
下
の
巻
頭
歌
を
挙
げ
る
。
　
　
  
宝
治
二
年
百
首
歌
奉
り
け
る
に
、
海
眺
望
を　
入
道
前
太
政
大
臣
海
原
や
た
ゆ
た
ふ
浪
の
果
て
も
な
し
い
づ
く
な
る
ら
ん
雲
の
遠
方
 
（
一
七
二
六
）
当
該
歌
は
、「
お
ほ
う
み
は
島
も
あ
ら
な
く
に
海
原
や
た
ゆ
た
ふ
浪
に
た
て
る
白
雲
」（『
続
古
今
集
』
雑
中
・
一
六
五
四
・
柿
本
人
丸
）
を
本
歌
と
す
る
。「
果
て
も
な
し
」
は
、
叙
景
歌
と
し
て
詠
む
の
は
こ
れ
以
前
に
三
首
の
みＲ
で
、
清
新
な
表
現
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
結
句
の
「
雲
の
遠
方
」
は
、
定
家
が
『
六
百
番
歌
合
』
で
初
め
て
用
い
、
そ
の
後
も
二
度
用
い
た
句
で
あ
るＳ
。
人
麻
呂
歌
の
情
景
を
喚
起
し
、
果
て
し
な
く
続
く
大
海
か
ら
雲
の
遠
方
へ
と
意
識
を
向
け
、
雄
大
で
観
念
的
な
美
し
さ
を
創
出
し
て
い
る
。
実
氏
は
定
家
の
門
弟
で
あ
る
と
伝
わ
りＴ
、
歌
人
と
し
て
は
後
鳥
羽
院
・
順
徳
天
皇
歌
壇
に
出
発
し
て
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お
り
、
新
古
今
時
代
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
古
今
時
代
を
中
心
と
し
た
表
現
を
取
っ
た
も
の
に
は
、「
草
葉
も
見
え
ぬ
」（
三
〇
）〈
紫
禁
集
〉、「
か
へ
り
こ
ぬ
昔
」（
一
一
八
）〈
式
子
内
親
王
・
新
古
今
集
〉、「
面
影
と
め
よ
」（
一
三
二
）〈
雅
経
・
新
古
今
集
〉、「
影
も
に
ご
ら
ぬ
（
ず
）」（
二
六
二
）〈
土
御
門
院
百
首
〉、「
す
ず
ろ
（
そ
ぞ
ろ
）
に
落
つ
る
涙
か
な
」
（
三
六
七
）〈
拾
玉
集
〉、「
塵
の
末
」（
七
八
三
）〈
俊
成
・
千
載
集
〉、「
我
が
身
に
し
ら
ぬ
」（
一
一
四
五
）〈
紫
禁
集
〉
な
ど
が
あ
る
（〈　
〉
内
は
、
典
拠
と
な
る
歌
集
お
よ
び
作
者
名
）。
　
な
お
名
子
氏
は
、『
宝
治
百
首
』『
弘
長
百
首
』
の
実
氏
詠
に
「
近
親
者
の
作
の
取
り
込
み
」
と
し
て
良
経
・
公
経
・
慈
円
詠
の
摂
取
を
指
摘
し
て
い
る
が
、「
近
親
者
」
と
す
る
の
は
不
正
確
で
、
新
古
今
時
代
の
歌
人
と
し
た
方
が
よ
り
適
切
か
と
思
わ
れ
る
。
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
実
氏
は
順
徳
院
、
式
子
内
親
王
、
俊
成
の
作
な
ど
を
取
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
両
百
首
に
範
囲
を
広
げ
て
も
こ
の
事
象
は
当
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、
公
経
歌
の
影
響
・
摂
取
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
本
稿
で
も
指
摘
し
て
き
た
通
り
だ
が
、
題
詠
歌
の
中
で
清
新
さ
を
生
む
よ
う
な
句
に
関
し
て
は
、
公
経
歌
の
摂
取
は
さ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
実
氏
の
独
自
表
現
が
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歌
も
見
え
る
。
　
　
  
後
鳥
羽
院
に
奉
り
け
る
百
首
歌
中
に 
入
道
前
太
政
大
臣
風
さ
わ
ぐ
信
田
の
森
の
夕
立
に
雨
を
残
し
て
は
る
る
村
雲
（
夏
・
二
六
八
）
こ
れ
は
、「
風
さ
わ
ぎ
む
ら
雲
ま
が
ふ
夕
べ
に
も
忘
る
る
間
な
く
忘
ら
れ
ぬ
君
」（『
源
氏
物
語
』
野
分
巻
・
三
八
九
）
や
「
鳴
る
か
み
は
な
ほ
む
ら
雲
に
と
ど
ろ
き
て
入
日
に
は
る
る
夕
立
の
空
」（『
六
百
番
歌
合
』
夏
部
・
晩
立
・
廿
四
番
左
・
二
八
七
・
顕
昭
）
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
信
田
の
森
」
の
「
夕
立
」
を
詠
ん
だ
の
は
実
氏
が
最
初
で
、「
雨
を
残
す
」「
は
る
る
村
雲
」
も
独
自
表
現
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
『
秋
風
抄
』『
秋
風
集
』『
雲
葉
集
』
に
も
採
ら
れ
、
真
観
・
基
家
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
実
氏
の
独
自
表
現
と
し
て
は
、「
匂
ひ
に
け
り
な
」（
六
一
）、「
影
す
さ
ま
じ
く
」「
い
と
ど
秋
な
る
」（
三
九
七
）、「
寝
覚
め
も
し
る
く
」（
四
六
三
）、「
空
も
す
す
け
て
」（
五
八
二
）
な
ど
が
あ
る
。
　
本
項
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
歌
に
つ
い
て
、
ど
の
撰
者
か
ら
の
採
歌
か
と
い
う
こ
と
は
一
概
に
言
え
な
い
が
、
権
力
者
と
し
て
の
詠
だ
け
で
な
く
、
新
古
今
時
代
を
経
て
、
数
々
の
歌
合
や
百
首
を
通
し
題
詠
を
学
ん
で
き
た
歌
人
と
し
て
の
詠
歌
も
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
うＵ
。
　
以
上
、『
続
古
今
集
』
に
お
け
る
実
氏
歌
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。『
続
後
撰
集
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
祝
賀
性
に
加
え
、
老
い
の
述
懐
や
後
鳥
羽
院
へ
の
志
向
が
表
れ
た
箇
所
が
見
ら
れ
、
ま
た
表
現
的
工
夫
の
あ
る
題
詠
歌
も
見
ら
れ
た
。
為
家
は
『
続
古
今
和
歌
集
撰
進
覚
書
』
の
中
で
「
と
き
は
井
の
ほ
か
に
は
、
し
か
る
べ
き
哥
も
ち
た
る
人
あ
り
が
た
く
や
あ
ら
むＶ
。」
と
述
べ
て
お
り
、
実
氏
を
歌
人
と
し
て
最
も
尊
重
す
る
態
度
が
窺
え
る
。
勅
撰
集
に
お
い
て
は
特
に
権
力
者
と
し
て
、
立
場
に
相
応
し
く
優
れ
た
歌
を
詠
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
の
優
遇
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
実
氏
は
追
加
撰
者
ら
に
関
し
て
「
代
々
撰
者
皆
秀
逸
を
よ
み
て
ゆ
る
さ
る
、
今
の
撰
者
の
秀
歌
い
づ
れ
に
か
」
と
批
判
し
た
こ
と
が
『
源
承
和
歌
口
伝
』
序
に
見
え
る
が
、
反
御
子
左
派
撰
者
た
ち
に
よ
る
入
集
と
思
わ
れ
る
実
氏
歌
も
多
数
入
集
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
歌
壇
に
お
い
て
宗
尊
に
影
響
を
与
え
、
後
鳥
羽
院
時
代
を
仰
ぐ
後
嵯
峨
院
の
治
世
下
で
最
も
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
詠
歌
へ
の
評
価
の
高
さ
の
反
映
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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五　
む
す
び
　
西
園
寺
家
が
政
治
的
地
位
を
確
立
し
て
か
ら
き
わ
め
て
昵
懇
な
為
家
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
続
後
撰
集
』
と
、
そ
の
一
四
年
後
、
実
氏
が
次
女
・
孫
女
の
入
内
や
出
家
を
経
て
か
ら
、
複
数
の
撰
者
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
続
古
今
集
』
で
は
、
実
氏
歌
は
権
威
性
・
祝
賀
性
と
い
う
面
で
は
類
似
し
な
が
ら
、
後
者
に
お
い
て
よ
り
多
面
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
実
氏
が
老
年
と
な
り
政
治
的
・
歌
壇
的
に
ま
す
ま
す
権
力
を
得
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
複
雑
な
歌
壇
状
況
の
中
で
、
多
方
面
か
ら
実
氏
詠
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
後
嵯
峨
院
歌
壇
に
は
、
御
子
左
家
の
為
家
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
勢
力
が
あ
り
な
が
ら
、
実
氏
は
両
勅
撰
集
に
お
い
て
特
に
重
く
扱
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
実
氏
と
反
御
子
左
派
と
の
関
係
、
ま
た
実
氏
の
権
威
性
と
和
歌
と
い
っ
た
問
題
を
も
考
究
す
る
際
に
重
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
当
時
の
実
氏
評
価
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
が
、
後
嵯
峨
院
歌
壇
の
状
況
や
実
氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
点
が
あ
っ
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
注（
１
）　
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
三
六　
一
九
七
六
年
七
月
。
（
２
）　
「
続
後
撰
集
の
当
代
的
性
格
」（『
国
語
国
文
』
三
七
│
三　
一
九
六
八
年
三
月
）、「
後
嵯
峨
院
の
時
代
と
そ
の
歌
壇
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
四
│
五　
一
九
七
七
年
五
月
）。
い
ず
れ
も
『
藤
原
為
家
研
究
』（
笠
間
書
院　
二
〇
〇
八
年
）
所
収
。
（
３
）　
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
西
園
寺
実
氏
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
三
│
六　
二
〇
〇
六
年
六
月
）、「
西
園
寺
実
氏
『
宝
治
百
首
』
の
花
五
首
」（『
尾
道
大
学
日
本
文
学
論
叢
』
五　
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）。
（
４
）　
「
西
園
寺
実
氏
の
和
歌
点
描
│
「
宝
治
百
首
・
弘
長
百
首
」
を
中
心
に
│
」
（『
古
筆
と
和
歌
』
笠
間
書
院　
二
〇
〇
八
年
）。
以
下
、
名
子
氏
の
論
考
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
５
）　
名
子
氏
が
『
玉
葉
集
』『
風
雅
集
』
に
お
け
る
実
氏
歌
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
（
６
）　
辞
典
類
で
揺
れ
が
あ
る
た
め
、
改
め
て
数
え
た
。
十
一
頁
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
実
氏
の
作
者
名
で
入
集
し
た
歌
数
を
数
え
る
と
計
二
四
七
首
と
な
る
が
、『
続
古
今
集
』
一
八
二
八
と
『
続
拾
遺
集
』
一
四
六
三
は
重
出
、『
続
拾
遺
集
』
八
五
七
は
公
経
歌
。
ま
た
『
新
後
拾
遺
集
』
一
五
四
五
詞
書
中
歌
は
『
続
古
今
集
』
六
七
二
と
重
出
で
、
公
相
歌
。『
玉
葉
集
』
二
七
六
五
は
源
通
光
の
名
で
入
集
す
る
が
、
実
氏
歌
で
あ
る
。
（
７
）　
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
叙
従
一
位
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
長
女
子
入
内
、
翌
年
皇
子
誕
生
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
外
孫
後
深
草
即
位
、
任
太
政
大
臣
、
関
東
申
次
、
院
評
定
衆
。
（
８
）　
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
次
女
公
子
入
内
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
外
孫
亀
山
即
位
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
孫
女
嬉
子
入
内
。
（
９
）　
『
続
後
撰
集
』
は
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
七
月
二
十
五
日
、
実
氏
の
宇
治
槙
島
の
山
荘
に
御
幸
中
、『
続
古
今
集
』
は
正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
三
月
十
六
日
、
西
園
寺
邸
に
お
け
る
庚
申
御
連
歌
の
席
上
、
撰
進
が
下
命
さ
れ
た
。
（
10
）　
佐
藤
恒
雄
氏
「
後
嵯
峨
院
の
時
代
と
そ
の
歌
壇
」
注（
２
）前
掲
。
（
11
）　
石
澤
一
志
氏
「
西
園
寺
家
と
御
子
左
家
│
為
家
と
そ
の
子
息
達
│
」（『
国
文
鶴
見
』
三
三　
一
九
九
八
年
一
二
月
）。
（
12
）　
雑
部
は
歌
集
ご
と
に
編
纂
方
針
が
異
な
る
た
め
、一
括
で
示
し
た
。ま
た
『
続
古
今
集
』
の
離
別
部
は
入
集
歌
が
な
く
、
省
略
し
た
。
（
13
）　
佐
藤
恒
雄
氏
「
続
後
撰
集
の
当
代
的
性
格
」（
注（
２
）前
掲
）
に
指
摘
が
あ
る
。
以
下
、
佐
藤
氏
の
論
考
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
14
）　
佐
々
木
孝
浩
氏
「
後
嵯
峨
院
歌
壇
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
の
遺
響
│
人
麿
影
供
と
反
御
子
左
派
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
和
歌
の
伝
統
と
享
受
』
風
間
書
房　
一
九
九
六
年
）。
以
下
、
佐
々
木
氏
の
論
考
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
（
15
）　
「
西
園
寺
実
氏
『
宝
治
百
首
』
の
花
五
首
」
注（
３
）前
掲
。
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（
16
）　
「『
明
月
記
』（
嘉
禄
三
年
三
月
）
を
読
む
」（『
明
月
記
研
究
』
二　
一
九
九
七
年
一
一
月
）
の
二
十
日
条
〔
注
解
〕。
な
お
『
明
月
記
』
の
本
文
も
同
誌
に
よ
り
挙
げ
た
。
（
17
）　
井
上
宗
雄
氏
訳
注
『
増
鏡
（
上
）　
全
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫　
一
九
七
九
年
）。
（
18
）　
「
今
も
又
花
を
し
見
れ
ば
い
に
し
へ
の
人
の
心
ぞ
身
に
し
ら
れ
け
る
」（『
続
後
撰
集
』
九
三
）
↓
「
今
の
代
に
伝
へ
て
き
け
ば
い
に
し
へ
の
人
の
心
は
な
さ
け
あ
り
け
り
」（『
柳
葉
集
』
一
四
一
）、「
山
桜
空
さ
へ
匂
ふ
雲
ま
よ
り
霞
み
て
残
る
有
明
の
月
」（『
続
後
撰
集
』
一
〇
五
）
↓
「
さ
も
ぞ
う
き
三
月
の
空
の
雲
ま
よ
り
は
つ
か
に
残
る
有
明
の
月
」（『
瓊
玉
集
』
九
一
）、「
伝
へ
き
く
ひ
じ
り
の
代
代
の
あ
と
を
見
て
ふ
る
き
を
う
つ
す
道
な
ら
は
な
ん
」（『
続
後
撰
集
』
一
三
三
〇
）
↓
「
す
べ
ら
ぎ
の
み
こ
と
か
し
こ
み
今
も
ま
た
ひ
じ
り
の
代
代
の
あ
と
を
見
る
か
な
」（『
柳
葉
集
』
七
九
九
）
な
ど
。
（
19
）　
源
承
和
歌
口
伝
研
究
会
『
源
承
和
歌
口
伝
注
解
』（
風
間
書
房　
二
〇
〇
四
年
）。
以
下
、『
源
承
和
歌
口
伝
』
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。
（
20
）　
「
九
条
家
的
撰
集
と
し
て
の
『
秋
風
抄
』
と
『
秋
風
和
歌
集
』
│
そ
の
歌
壇
史
的
位
相
の
再
検
討
│
」（『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
一
三　
一
九
八
五
年
一
〇
月
）。
（
21
）　
三
八
・
一
一
八
・
一
二
三
・
一
二
四
・
一
八
一
・
二
二
〇
・
一
五
〇
四
・
一
五
九
七
・
一
六
〇
五
・
一
七
一
一
・
一
七
一
二
・
一
七
一
九
・
一
七
六
八
・
一
七
八
四
・
一
八
六
七
・
一
八
八
九
。
（
22
）　
「
宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
の
西
園
寺
実
氏
」
注（
３
）前
掲
。
（
23
）　
藤
川
功
和
氏
「『
弘
長
百
首
』
攷
│
九
条
基
家
詠
を
起
点
と
し
て
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
六
│
二　
二
〇
〇
九
年
二
月
）。
（
24
）　
佐
藤
恒
雄
氏
「
七
社
百
首
考
」（『
藤
原
為
家
研
究
』
笠
間
書
院　
二
〇
〇
八
年
）。
（
25
）　
信
実
歌
に
対
し
て
は
、「
老
の
心
見
す
て
が
た
き
に
つ
き
て
い
は
れ
な
く
勝
字
を
つ
け
侍
り
ぬ
」（
十
九
番
）
と
し
、
実
氏
歌
に
つ
い
て
は
、「
老
の
の
ち
は
ま
こ
と
に
夏
の
よ
も
わ
か
ぬ
ね
覚
、
こ
と
に
宜
し
く
き
き
な
さ
れ
侍
れ
」（
廿
八
番
）
な
ど
と
し
て
い
る
。
（
26
）　
佐
藤
恒
雄
氏
「
後
嵯
峨
院
の
時
代
と
そ
の
歌
壇
」（
注（
２
）前
掲
）
に
、
白
河
朝
志
向
と
し
て
言
及
が
あ
る
。
ま
た
佐
々
木
孝
浩
氏
（
注（
14
）前
掲
論
文
）
参
照
。
（
27
）　
「
明
石
が
た
月
は
波
路
の
は
て
も
な
し
秋
を
か
ぎ
り
の
有
明
の
空
」（『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
一
五
八
・
雅
経
）、「
雲
の
波
を
ば
な
の
波
の
は
て
も
な
し
霜
に
か
れ
た
る
浮
島
の
は
ら
」（『
建
保
名
所
百
首
』
六
八
三
・
行
能
）、「
見
渡
せ
ば
か
す
め
る
波
の
果
も
な
し
春
の
朝
の
し
ほ
が
ま
の
浦
」（『
紫
禁
集
』
一
二
〇
三
）。
（
28
）　
「
ゆ
く
へ
な
き
秋
の
思
ひ
ぞ
せ
か
れ
ぬ
る
村
雨
な
び
く
雲
の
遠
方
」（『
六
百
番
歌
合
』
三
六
三
）、「
よ
そ
に
の
み
き
き
か
な
や
ま
む
時
鳥
た
か
ま
の
山
の
雲
の
遠
方
」（『
拾
遺
愚
草
』
一
一
一
九
）、「
待
つ
ほ
ど
や
さ
す
が
に
し
る
き
郭
公
こ
と
し
忘
れ
ぬ
雲
の
遠
方
」（
同
・
二
一
九
八
）。
（
29
）　
『
水
蛙
眼
目
・
跋
』
に
「
京
極
殿
の
上
足
の
門
弟
」（『
日
本
歌
学
大
系　
第
五
巻
』
風
間
書
房　
一
九
七
一
年
）
と
あ
る
。
（
30
）　
第
三
節
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
表
現
的
工
夫
の
あ
る
歌
は
『
続
後
撰
集
』
に
も
見
ら
れ
る
。
摂
取
の
例
と
し
て
は
、『
詠
歌
一
躰
』
に
お
い
て
制
詞
と
さ
れ
た
長
家
の
句
「
空
さ
へ
匂
ふ
」（
一
〇
五
）
や
、「
霞
み
て
残
る
有
明
の
月
」（
一
〇
五
）〈
万
代
集
・
隆
房
〉、「
見
し
や
そ
の
よ
の
ま
ま
の
継
橋
」（
八
八
九
）〈
後
鳥
羽
院
御
集
〉
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
独
自
表
現
と
し
て
は
、「
か
げ
さ
へ
よ
わ
る
」（
四
〇
八
）
や
「
心
に
こ
が
す
」（
六
六
九
）
な
ど
が
あ
る
。
（
31
）　
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
上
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
為
家
卿
続
古
今
和
歌
集
撰
進
覚
書
』（
伏
・
六
五
七
）
に
よ
り
、
私
に
翻
刻
し
た
。
〈
付
記
〉　
本
稿
は
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
平
成
二
十
六
年
度
秋
季
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
等
に
て
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
